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図１ ＮＯＡＡの水温データを活用した富山湾海域流動解析プログラムの構築

（東京大学海洋研究所との共同研究（Ｈ１５～１７））
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整合性アルゴリズム

の開発（回帰分析）
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図２ ＮＯＷＰＡＰ推進事業－日本海等の環境影響調査
（「富山湾プロジェクト」）のフローチャート
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5月1日

図３ ＭＯＤＩＳの水色データを活用した富山湾のクロロフィルａ濃度の時系列変動（2003年）
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Monthly SST image of Toyama Bay in 1996
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図４ ＮＯＡＡデータによる富山湾の月別平均水温の変動

（1993年12月－2002年8月）
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図５ 日本海・黄海海域のクロロフィルａ濃度（2002年6月）
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(a) (b)
MODISが観測したクロロフィルａ濃度の画像
（観測日：a）2003年10月22日、b）2003年10月23日）

図６ 遼東湾



7

図７ FY-1C画像（2002年3月17日受信：黄色部分は大陸から
黄砂が朝鮮半島や日本海へ飛来する様子を示す）


